
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「産業社会と人間」 職業人インタビュー発表会 

9月8日（火）の「産業社会と人間」は、職業人インタビューの発表会でした。

生徒たちは、各自夏休み中に家族、親戚、知人などで実際に仕事をしている職

業人にインタビューをして、どんな仕事をしているか、その仕事に就こうと思

ったきっかけ、働いていて良かったこと・辛かったことなどの質問をしました。

休み明けに調べた内容をまとめ、何度も発表練習をして本番に臨みました。当

日は木曽郡小中高校長会が本校で行われており、多くのお客様の前での発表で

したが、緊張した様子も見られず、とても活き活きとした発表会でした。今回

のように一人ひとりがプレゼンテーションをするのはこれで 2 回目。生徒たち

も慣れてきたようです。 
2月には地域の方々を招いて一年のまとめの発表会を行います。今回の反省を

いかして頑張ってほしいと思います。 

 

 

ホームページに平成２２年度入学者の選抜方法を掲載しました。 

平成２１年度より総合学科での募集となっています。 

http://www.nagano-c.ed.jp/sonan-hs/ 

台風一過の本校舎 
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総合学科とは？ 

総合学科では、1年次は全員が共通科目を学び、2年次、3年

次では、自分の進路実現に必要な科目を選んで学びます。科目

選択をする際には、自分の進路への意識の高さが求められるた

め、1 年次で「産業社会と人間」という総合学科に特徴的な科

目を履修します。 
2 年次以降は、多くの選択科目が用意されており、科目選択

の目安となるように、科目のグループごとに系列を設けていま

す。本校には 文理・経営ビジネス・ものづくり の 3 つの系列

があります。 
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優勝の3年B組

チーム一丸となって戦い、素晴らしいプレーがたくさん見られました。さらに

クラスの団結が強まったことでしょう。 

台風 18 号が足早に去っていったおかげで、10 月 9 日はまぶしいくらいの太

陽の下でクラスマッチを行うことができました。男子はサッカー、女子はバスケ

ットボールとソフトバレーを、それぞれトーナメント戦で戦いました。 

秋季クラスマッチ 
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3年生中心の旧執行部から1，2年生の新執行部へバトンタッチしました。新メン

バーは10月22日の生徒総会で承認されると本格的に活動を始めることになります。 

【前 生徒会長】 3年 生駒寿明 
「今年の生徒会はどうだったのか」と聞かれたら、私は何と答えるだろうか。

今年の生徒会は比較的大きな変化はなかったと思いますが、蘇峡祭をはじめと

する生徒会行事で、小さいながらもアクションを起すことが出来ました。 
今年は小さな変化に止まりましたが、大きな変化につながる確かな一歩だった

のではないかと確信しています。 

【新 生徒会長】 2年 永友唯菜 
 生徒会長を引き継ぎ、まだ分からないことだらけの毎日です。しかし、これか

ら少しずつよりよい生徒会を作り上げていきたいと思っています。 
「よりよい生徒会」と聞いて思い浮かべるものは、一人一人違うと思います。

私は「全校生徒参加の生徒会」だと考えています。このような生徒会を作り上げ

るためには、まず生徒会を身近に感じてもらえるようにすることだと思います。

なので、全校生徒が意見を出しやすい環境を作り、出てきた意見を反映していけ

るようにしていきます。「有言実行」を目標に一年間努力してやっていきたいと

思います。全校で協力し、よりよい蘇南高校生徒会を作っていきましょう。よろ

しくお願いします。 

 

9月24日の立会演説会の様子 

前 執行部メンバー 

新 執行部メンバー 

謝もしていなかったことがすごく嫌な気持ちになりました。今回、風子さんの話を聞いて、自分の考えを見直

す良い機会だと思って、これからのことを考えていきたいと思いました。         ＜2年 男子＞

 
風子さんの講演を聞いて、最初は驚きしか出てきませんでした。話し始めた時の話し方はとても苦しそうに

見えたし、体も辛そうでした。しかし、風子さんは「私は苦しくないので心配しないで下さい」と言ってくれ

ました。私たちには想像もつかない経験をしているし、10年悩んだというのも信じられないくらいでした。今

日は、いつも普通にいる友達、家族の大切さを改めて感じられた日になりました。世界中でたった一人の自分

を愛してほしいという風子さんの言葉はとても心に残りました。私もいつか生きていていよかったと思えるよ

うになりたいです。                                 ＜1年 女子＞

【生徒の感想より】 

今回の話を聞いて、手が不自由なのはとても大変だと思いました。私がその

立場だったら、もう生きていくのだって嫌だと思っていたと思います。でも、

風子さんは友達や両親たちが支えになってくれたおかげで生きてこられたと

言っていて、そうやって感謝していることが、本当にすごいと思いました。自

分は五体満足で生まれてきて、両腕や両足などはあって当たり前だと思って感 

 「人が生きるとはどういう事か」「人権とは何か」と生徒が考えを深めるた

めに毎年行っている人権講演会が今年も 9 月 17 日（木）本校体育館で開かれ

ました。講演者は長野市在住の富永房江さん（愛称：風子さん）。脳性小児麻

痺による障害を持ちながら生き生きと毎日を過ごし、本の出版や数々のボラン

ティア、さらには24時間TV出演など幅広く活動・活躍しています。 

人権講話 

高校の様子、入試情報、蘇南通信カラー版はホームページで  http://www.nagano-c.ed.jp/sonan-hs/ 


